
 

- 22 -

ｖ．電子商取引（ＥＣ）における年間取引額 

１００万円以下が39.2％と最も多く、次いで１００万円超～２００万円15.7％、５００万円超～ 

１，０００万円13.7％となっている。 

 

ｗ．電子商取引（ＥＣ）の成果 

まあまあな成果が43.8％と最も多く、一定の成果があると考えられる。次いでわずかな差ではあるが、

あまり成果を上げていない41.7％、期待どおりの成果12.5％となっている。 

  
N = 48
50.045.040.035.030.025.020.015.010.05.0

0.0逆効果である　　

41.7
あまり成果を上げ
ていない

43.8まあまあな成果　

12.5期待どおりの成果

2.1期待以上の成果　

 

 

ｘ．電子商取引（ＥＣ）が成果を上げていない、または逆効果の理由 

効果が上がらないが 58.8％と過半数を占め、次いでその他 23.5％、人材が足りない 17.6％となって

いる。 
N = 17
60.054.048.042.036.030.024.018.012.06.0

23.5その他　　　　　

11.8
相手先ごとにｼｽﾃﾑ
導入費用がかかる

5.9
相手先ごとに形式
が違うので手間

17.6人材が足りない　

58.8効果が上がらない

 

ｙ．総合的にみたインターネット利用の効果 

経営に役立つ情報が得られたが62.6％と最も多く、次いで他社との情報交換が容易になった39.0％、

自社のイメージが向上した17.1％となっている。情報の受発信としての利用効果が圧倒的に多く、まだ

まだインターネットを十分活用しきれていないと考えられる。 
N = 374
70.063.056.049.042.035.028.021.014.07.0

3.7その他　　　　　

7.0
資材購入・外注コ
ストが削減できた

17.1
自社のイメージが
向上した

14.4
販売促進・販路拡
大につながった

39.0
他社との情報交換
が容易になった

62.6
経営に役立つ情報
が得られた

 




